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肘関節においては前後方向の力に対する抵抗性は，後方の肘頭よりも前方の鉤状突起の方が

弱いため，後方脱臼が，肘関節脱臼の90％以上を占める 
 
Monteggia骨折 

 
 
 
 

 
 
 



 
 
 
 
頚椎症性脊髄症 
 
加齢変化による頚椎症（椎間板の膨隆・骨のとげの形成）の変化によって、頚椎の脊柱管（骨の

孔）の中にある脊髄が圧迫されて症状が出ます。 

 
 
 
 



 
de Quervain病（狭窄生腱鞘炎） 
 
母指（親指）を広げると手首（手関節）の母指側の部分に腱が張って皮下に2本の線が浮かび上
がります。ドケルバン病はその母指側の線である短母指伸筋腱と長母指外転筋が手首の背側に

ある手背第一コンパートメントを通るところに生じる腱鞘炎です。 
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母指を写真のように小指側に牽引したときに痛みが強くなることで診断します 
（フィンケルシュタインテスト） 

 
 
 



 
 
手掌から指にかけて硬結（こぶのようなもの）ができ、皮膚がひきつれて徐々に伸ばしにくくなりま

す。薬指（環指）、小指に多く見られますが、他の指や足の裏にもできることがあります。痛みや

腫れなどはありません。 

 



Tinel徴候 
手根管で正中神経が圧迫されている部位をたたくと痛みが指先に響きます 

 
 
骨形成不全症 
３徴 
・易骨折性 
・難聴 
・青色強膜​  
 

 
 



 
 

 
 



 
 
 
 
 
 
 


